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● 三重森林管理署

伊賀

七里御浜

七
里
御
浜
の
松
林
を

守
り
育
て
る
、
地
域
の
力

近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

三
重
森
林
管
理
署管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

三重県亀山市本町１-７-１３

５７７千ha
うち森林面積   ３７２千ha
うち国有林面積 ２４千ha

１県１１市７町
三重県、津市、四日市市、松阪市、桑名市、鈴鹿市、

尾鷲市、亀山市、熊野市、いなべ市、志摩市、伊賀市、

菰野町、大台町、大紀町、南伊勢町、紀北町、御浜町、

紀宝町

三重森林管理署は、三重県内の森林面積の約６％（約２４千ha）に

相当する国有林の管理経営を担っています。国有林の人工林率は４８ 

％、分布は大きく分けて、三重・奈良県境を南北に走る台高山脈と三重・

岐阜県境の養老山系及び三重・滋賀県境の鈴鹿山系にあり、気候の

地域差が大きく、多様な動植物が生息する森林から住民の生活を守る

防風林など、多様な森林があるのが特徴です。

　これらの森林の特性を活かし、公益的機能の維持増進を行いつつ、

持続可能な管理を進めています。

　

日
本
各
地
に
広
が
る
海
岸
沿
い
の
マ
ツ
の
防
風

林
（
防
風
保
安
林
）
は
、古
く
か
ら
、強
風
や
潮
害
、

飛
砂
か
ら
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
自
然
の
防
災
施

設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

三
重
森
林
管
理
署
に
は
、
熊
野
灘
に
面
し
た
海

岸
沿
い
に
、
ク
ロ
マ
ツ
林
で
構
成
さ
れ
て
い
る
広

大
な
七
里
御
浜
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
松
林

は
、
熊
野
灘
か
ら
の
強
い
潮
風
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
地
元
の
新
宮
藩
が
ク
ロ

マ
ツ
を
植
栽
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
現
在
ま
で

人
々
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
う
し
た
歴
史
あ
る
七
里
御
浜
国
有

林
に
お
い
て
、
地
域
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
松

林
再
生
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

七
里
御
浜
風
致
探
勝
林
：
林
野
庁

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kokuyu_rinya/kokum

in_m
ori/

katuyo/reku/rekum
ori/shichiri.htm

l

三重署管内国有林野 森林計画区界

七
里
御
浜
国
有
林
の
概
要

七
里
御
浜
は
、
熊
野
市
か
ら
紀
宝
町
ま
で
約

25
㎞
続
く
、
日
本
で
最
も
長
い
砂
礫
海
岸
で
、

海
岸
線
に
沿
っ
て
広
が
る
幅
約
１
２
０
ｍ
の
松
林

深緑の松林 長さ２５kmにもおよぶ七里御浜の松林
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令
和
７
年
度
の
取
組

協
議
会
の
設
立
、
Ｇ
Ｇ

(

グ
リ
ー
ン
・
グ
ロ
ー)

作
戦

の
取
組

お
わ
り
に

植林をしている様子

苗木の乾燥を防ぐための干し草を敷く作業

　

松
枯
れ
被
害
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
昭
和
62
年

に
三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
の
呼
び
か
け
で
、
松

林
の
保
全
を
活
動
目
的
と
す
る
「
七
里
御
浜
松
林

を
守
る
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
紀
宝
町
、
御
浜
町
、
熊
野
市
と
三
重
県
（
熊

野
農
林
事
務
所
）、
環
境
省
（
近
畿
地
方
環
境
事

務
所
）、
三
重
森
林
管
理
署
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
は
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

平
成
５
年
度
か
ら
20
年
以
上
に
わ
た
り
、
マ
ツ
の

植
栽
に
よ
る
保
全
と
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
型
の
植
樹
・
清
掃
活
動
で
あ
る

Ｇ
Ｇ
（
グ
リ
ー
ン
・
グ
ロ
ー
）
作
戦
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｇ
作
戦
で
は
、
約
１
万
本
の

マ
ツ
を
植
栽
し
、
松
林
の
再
生
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
延
べ
約
４
，
８
０
０
人
に
上

り
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
地
域
関
係
者
と
の

交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
み
む
ろ
ぐ
ん

お
わ
り
に

　

長
年
続
く
活
動
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
植
栽
だ

け
で
な
く
、
下
刈
等
の
保
育
作
業
も
必
要
と
な
っ

て
く
る
中
で
、
今
後
も
継
続
し
て
松
林
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
関
係
者
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
幅
広
い
世
代
に
参
画
を
呼
び
掛
け
な

が
ら
、
次
世
代
の
担
い
手
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
七
里
御
浜
は
潮
風
が
非
常

に
強
く
、
乾
燥
や
塩
害
と
い
っ
た
厳

し
い
生
育
環
境
に
加
え
、
ノ
ネ
ズ
ミ

や
ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
被
害
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
植
栽
し
た
苗
木
の
活
着

率
の
向
上
や
、
育
成
・
管
理
に
工
夫

が
必
要
で
あ
り
、
専
門
家
の
意
見
な

ど
も
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

七
里
御
浜
国
有
林
は
、
美
し
い
景

観
と
歴
史
を
も
ち
な
が
ら
、
地
域
の

暮
ら
し
を
守
る
防
風
林
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
三
重

森
林
管
理
署
で
は
、
こ
の
松
林
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
地
域
と
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
Ｇ
Ｇ
作
戦
な
ど
の
取

組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

地元の子供たちとの清掃活動

紀宝会場での集合写真

　

令
和
８
年
２
月
に
は
、
七
里
御
浜
国
有
林
内
の

３
会
場
（
熊
野
市
、
御
浜
町
、
紀
宝
町
）
で
29
回

目
と
な
る
「
令
和
７
年
度
七
里
御
浜
防
風
林
Ｇ
Ｇ

作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
を
は
じ
め

と
す
る
１
３
０
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

松
く
い
虫
に
強
い
耐
性
を
持
つ
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ

の
苗
木
を
、
計
２
４
０
本
植
栽
し
ま
し
た
。
植
栽

時
に
は
、
苗
木
の
活
着
を
促
す
た
め
、
腐
葉
土
を

混
ぜ
込
ま
せ
る
と
と
も
に
、
乾
燥
に
よ
り
苗
木

が
枯
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
周
り
に
干
し
草
を

敷
き
詰
め
る
新
た
な
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
植
栽
会
場
周
辺
や
海
岸
の
清
掃
活
動
も
行

い
ま
し
た
。

は
、
す
べ
て
国
有
林
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の

海
岸
線
と
松
林
の
美
し
さ
か
ら
、
林
野
庁
で
は
、

平
成
29
年
に
「
日
本
美
し
の
森
お
薦
め
国
有
林
」

の
一
つ
に
選
定
し
て
そ
の
特
色
や
見
ど
こ
ろ
、
歴

史
的
な
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
昭
和
30
年
代
以
降
、
特
に
昭
和
50
年

代
後
半
か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
数
万
本
の
マ
ツ

枯
れ
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
、
被
害
は
落

ち
着
い
て
い
る
も
の
の
、
高
木
の
マ
ツ
の
多
く
が
枯

死
し
た
こ
と
に
伴
い
、
広
葉
樹
が
増
え
て
、
マ
ツ
と

の
混
交
林
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
元
年
に
は
台
風
に
よ
る
高
波
や

暴
風
の
影
響
に
よ
り
、
松
林
の
侵
食
や
塩
害
に
よ

る
マ
ツ
の
枯
死
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
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